魚津市登下校ながら見守り連携事業実施要綱
（趣旨）

第１条　この要綱は、魚津市登下校ながら見守り連携事業（以下「事業」という。）の実施に関し必要な事項を定めるものとする。

　（事業の実施）

第２条　魚津市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、登下校中の児童及び生徒（以下「児童生徒」という。）の安全を確保し、緊急事態等に適切かつ速やかに対応する見守りの仕組みを構築するため、事業を実施する。

２　教育委員会は、事業を実施するために、市内の企業、ボランティア団体、特定非営利活動法人等（以下「民間事業者等」という。）と協定を締結し、事業への協力を依頼するものとする。
３　前項の協定を締結した民間事業者等（以下「見守り連携事業者」という。）は、自らの業務時間中において業務に支障のない範囲で、児童生徒の見守り、緊急事態への対応等（以下「見守り活動」という。）を行うものとする。

　（協定の締結）

第３条　民間事業者等が事業へ協力しようとするときは、魚津市登下校ながら見守り連携事業協力申込書（様式第１号）を教育委員会に提出するものとする。

２　教育委員会は、前項により提出された申込書を審査し適正であると認めた場合は、魚津市登下校ながら見守り連携事業協定書（様式第２号）に基づき、当該民間事業者等と協定を締結するものとする。

３　見守り連携事業者は、事業の協力を解除するときは、あらかじめ魚津市登下校ながら見守り連携事業協力解除届（様式第３号）を教育委員会に提出するものとする。
（見守り活動の内容）

第４条　見守り連携事業者は、前条第２項の協定に基づき、児童生徒の見守り活動を行うものとする。

２　見守り連携事業者は、見守り活動中に児童生徒の異変に気づいたときは、速やかに教育委員会に連絡するものとする。

３　教育委員会は、前項の連絡があったときは、直ちに必要な支援及び対応を行うものとする。

４　見守り連携事業者は、児童生徒の安全確保の上で必要と判断した場合は、直接魚津警察署又は魚津消防署に通報するものとする。

５　見守り連携事業者は、児童生徒の状況に応じて必要と判断した場合は、児童生徒を見守り協力団体の下で、一時保護を行うことができるものとする。

（個人情報の保護）

第５条　見守り連携事業者は、見守り活動上知り得た個人情報を他に漏らしてはならない。

（委任）

第６条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。

　　　附　則

　この告示は、公表の日から施行する。
様式第１号（第３条関係）

年　　月　　日

　魚津市教育委員会　あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　

魚津市登下校ながら見守り連携事業協力申込書

魚津市登下校ながら見守り連携事業の趣旨に賛同し、下記のとおり申込みします。

記

	事業所名称
	（ふりがな）



	事務所の所在地
	〒

	ＴＥＬ
	

	ＦＡＸ
	

	Ｅ-mail
	

	ホームページのURL
	

	担当者の役職・氏名
	

	担当者の連絡先
	ＴＥＬ　　　　　　　　　　ＦＡＸ

	魚津市のホームページ等で事業所名の公表を　（　希望する　・　希望しない　）

	協力団体証（ステッカー）の交付を　　　　　（　希望する　・　希望しない　）


様式第２号（第３条関係）

魚津市登下校ながら見守り連携事業協定書

魚津市ながら見守り連携事業の目的を達成するために、魚津市教育委員会（以下「甲」という。）と○○○○○○（以下「乙」という。）とは、この協定を締結する。

（事業の目的）
第１条　魚津市ながら見守り連携事業は、市民、市及び関係機関が連携し、児童生との緊急事態等に適切、かつ、速やかに対応する見守りの仕組みを構築することを目的とする。
（見守り活動）
第２条　乙は、見守り連携事業者として、事業の目的のため、業務活動の中で登下校中の児童生徒の異変や支障等に気づいた場合、その情報を甲に連絡するものとする。
２　甲は乙から情報を受けたときは、市内小中学校、市関係課及び魚津警察署等の協力を得て必要な対応をとるものとする。

３　乙は、地域住民の安全確保の上で必要と判断した場合は、直接魚津警察署及び魚津消防署に通報できるものとする。

（遵守事項）
第３条　乙は情報提供等の際に甲から知り得た地域住民の個人情報を第三者に漏らしてはならない。また、この協定を解除した後においても同様とする。
（その他）
第４条　乙は第２条第１項の活動について、甲から責任を問われることはないものとする。
（協定の締結と解除）
第５条　この協定は、締結の日から効力を発し、解除する場合は、甲と乙の合意のもとになされるものとする。
（協議義務）
第６条　この協定に定めのない事項については、甲乙が協議した上で定めるものとする。
協定書の締結を証するため、本書を２通作成し、甲、乙記名押印の上、それぞれ１通を保管する。

○○年○○月○○日

甲 魚津市北鬼江313番地２

魚津市教育委員会　教育長　○○　○○ 
乙 （企業名等）
（役職）　（代表者名）

様式第３号（第３条関係）

平成　　年　　月　　日

　魚津市教育委員会　あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　

魚津市登下校ながら見守り連携事業協力解除届
魚津市登下校ながら見守り連携事業の協力を、下記のとおり解除したいので届け出ます。

記

	解除する事業所名称
	（ふりがな）



	解除する事務所の所在地
	〒

	登録解除年月日
	　　　　　年　　　月　　　日

	理由
	

	担当者の役職・氏名
	

	担当者の連絡先
	ＴＥＬ　　　　　　　　　　ＦＡＸ


